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原著論文

老年看護学実習の初期における学生の困難

一疾病や韓害を持つ高齢者の自立に向けた観察の視点ー

高橋順子林裕子

(北海道大学大学院保健科学研究院)

Students' Difficulties in the First Stage of Clinical Practice 

of Gerontological Nursing 

-Aspect of Observation for Self-Reliance of Elderly People with Disability 

Yoriko TAKAHASHI， Yuko HAYASHI 

(Faculty of Health Sciences， Hokkaido University) 

要冨

本研究は，看護学生が老年看護学実習の初期に直面する困難の中で，疾病や障害を持つ高齢者の観察

に関わる困難を明らかにすることを目的とした。実習終了後に面接を実施し，学生が老年看護学実習の

初期にわからなかったこと，闘ったことを聞き取った。語られた内容を，疾病や障害を持つ高齢者を観

察する点に焦点をあて分析した結果， [できる事を観察する視点がわからない]， [自立への目標がわか

りにくし寸という 2つのカテゴリーが得られた。

以上によって，老年看護学実習の初期における学生の国難の中で，疾病や障害を持つ高齢者を観察す

るという観点における困難は，顕在する問題状況にとらわれやすく，内在する能力を見出し難いことが

明らかとなった。また疾病や障害を持つ高齢者の自立を，高齢者に内在する能力を維持，拡大すること

も含めたこれまでとは異なる広い概念として構築することの重要性が示唆された。

キーワード:看護学生，老年看護学実習，閣難，高齢者，自立

1.はじめに

加速する高齢社会に伴う社会的要請を背景に，

看護師養成課程における老年看護学の教育内容

は様々な変遷をたどった。 1971(昭和 46)年の

改正カリキュラムにおいては「老年(老人)Jと

冠する授業科目は見受けられず，次の 1990(平

成 2)年のカリキュラム改正において「老人看

護j として成人看護学」から独立した。一

方で，実習という教育内容はf成人・老人実習J

のまま据え置かれた。その後 1997(平成 9)年

のカリキュラム改正において「老年看護学実習J

15一

として独立したことにより r老年看護学」は

高齢社会における看護を担う専門職育成を意図

されたもの1)として体系化された。

しかしながら後発の学問として体系化した老

年看護学には，成人看護学と老年看護学との実

習における学習内容の亙別において“成人看護

学実習の対象者も老人が多い" “成人看護学実

習との違いを理解させることが難しい"という

指摘があった九

大掛j勺土，学生が病院での疾病中心の看護の

展開から，介護老人保健施設などの高齢者の生
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活を重視した看護への切り替えに戸惑う状況を

指摘し，次のように述べている。学生にとって

は高齢者の生活場面から看護の必要性を見出す

ことが難しく，看護の視点を切り替えるサポー

トが必要で、ある。また内田ら句ミ述べるように，

病院実習に慣れていた学生が，老年看護学実習

によって，治療中心の医療から生活やリハピリ

を中心とする看護実践モデ、ノレの転換を迫られる

という実態も存在する。この看護実践モデ、ノレの

転換とはすなわち，臨床の場に内在する『医学

モデル』で高齢者を見ることの課題であると換

言できる。医学モデ、ノレとは，病院という医療機

関に存在する治療から回復への直線的過程をさ

い看護における生活モデ、ルの対極にある概念

としてとらえられてきたヘしかし，医学モデ

ノレを前提とした疾病の治療過程に沿うだけの看

護であれば，高齢者に残されている生活するた

めの機能に目を向けられない状況に陥りかねな

い。またその結果，高齢者の現有する能力を衰

退させ，生活者としての機能を奪う可能性があ

る。医学モデ、ルに対する前述した指摘は，医療

そのものが抱える高齢者に対する課題のみなら

ず，陪時に老年看護学実習における学生の課題

にも通底するものである。すなわち，学生の関

心が，患者の疾病や症状に向けられる傾向にあ

りへ実習において学生が患者を“生活する人"

というとらえ方が弱し、ぺなどと指摘される状

況である。したがって学生が実習において疾病

や障害を持つ高齢者(以下，高齢者とする)と

対峠した時，多くの問題を複合的に抱え， 日常

生活のすべてに援助が必要な存在であるととら

える傾向にあることが考えられる。

また実擦に学生は，老年看護学実習の初期に

r (高齢者の生活を)細かく見るという意味がわ

からないJ，r高齢者の自立，機能維持を目指す

という意味がわからない」と混乱する状況が見

受けられた。このような状況は，全てにおいて

援助が必要であるように見える高齢者に潜在す

る能力を，探索的に観察する視点が確立してい

ないためと考えられた。またこのように観察が
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不充分であることにより，学生が高齢者の自立

を目指すという視点に立って目標が設定できず，

混乱する要因になっていることが考えられた。

そこで本研究では，老年看護学実習の初期に

直面する学生の混乱や困難を感じる状況を詳細

に検討し，高齢者を観察する視点において，何

が学生にとっての困難であるのかを明確にし，

効果的な指導のあり方を検討することを目的と

する。

II. 目的

学生が老年看護学実習の初期に直面する国難

の中で，疾病や障害を持つ高齢者の観察に関わ

る関難を明確にし，実習の初期における効果的

な指導のあり方について検討する。

m.方法
1 .対象者

A看護系大学4年次に在籍し 3週間にわた

る老年看護学実習後，同意を得られた学生 48

名とした。本研究の対象となった A看護系大

学の4年次学生は 3年次の段階で基礎看護学

実習，成人(急性期，慢性期)看護学実習，母

性看護学実習，地域看護学実習，老年看護学実

習 Iを終了している。なお，老年看護学実習 I

はグループ。ホーム，介護老人保健(福祉)施設等

の多様な場で、の観察中心の実習で、あった(表 1)。

4年次の老年看護学実習では3週間という期

間において，介護療養型医療施設で生活する高

齢者1名を受け持ち，他の実習と同様に看護過

程を展開するというプログラムであった(表2)。

なお4年次の老年看護学実習にあたり筆者ら

は，疾病や障害を持つ高齢者の生活していく能

力と現有する身体，精神機能を，学生たちが見

出せることを目標とした。さらに「受け持ち高

齢者の生活を詳細に観察し，何ができるのか，

できそうなのか，内在する能力に着目させるん

「高齢者の能力を維持あるいは，最大限に発揮

するという高齢者の自立を志向した看護を展開

させるj と教員間で指導を統一して関わった。
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表 1 A看護系大学における老年看護学実習(3年次)の目的・目標

[実習目的}

高齢者を取り巻く保健医療福祉施設活動の実際を知り，看護専門職が果たす役割について学ぶ。

{実習目標]

1.地域高齢者の生活を支援する保健医療福祉活動の実際を見学し，看護専門職が果たす役割につ

いて理解する。

2.在宅高齢者が利用する通所リハビリテーション支援活動に参加し，在宅ケアの果たす役割につ

いて理解する。

3. 市内の特設福祉機器・用具の展示を見学し，在宅高齢者の生活支援のあり方について述べるこ

とができる。

表2 A看護系大学における老年看護学実習(4年次)の概要

[実習目的]

高齢者は加齢による変化に加え，複数の疾病を抱えていることが多い。このような高齢者の心身

機能や疾病経過の特性やその家族を理解し，個々の高齢者の自立に向けた援助を他の専門職穏と連

携しながら看護を展開する基礎的な能力を養う。

{実習目標1
1.高齢者やその家族との援助関係を築くことができる。

2.加齢による変化と疾病を抱えた高齢者の自立に向けた計画を立案し，実践し，評価することが

できる。

3.高齢者に対し，尊敬の念をもって安全に安楽に看護援助の実践ができる。

4. 自立に向けて，必要な医療・福祉サービスなどの関連職種との連携を因ることができる。

5.高齢者やその家族に生じている倫理的課題について考えることができる。

6 看護学生としての責任を果たし，主体的に学習に取り組むことができる。

《老年看護学実習概要》

4年次前期，介護療養型医療施設において高齢者1名を受け持ち， 3週間の間に看護を実践する。

2. 調査方法

調査方法は， 4年次の老年看護学実習を終了

し，承諾を得られた学生に対して，半構成的面

接法でおこなった。なお，面接内容は対象者の

同意を得て録音し，後に逐語録を作成した。

3. 用語の操作的定義

本研究においては「困難Jを老年看護学

実習の開始 1週目までに学生が，わからないと

患ったり，困ったと感じた状況Jと定義する。

4. 調査内容

老年看護学実習の実習開始から 1週目までに

おいて，イ可がわからなかったのか，何が回った

のかを半構成的に質問し，実習を振り返っての

回答を聞き取った。実習 1週目までの期間と限

定した理由は，老年看護学実習に特有だと考え

られる観察に関わる困難が，実習開始から 1週

目に最も顕在化すると考えられたためである。

インタビュ一時間は 1人 10'"'-'20分程度とした0

5. 分析方法

調査協力を得た 48名のインタビューをもと

に逐語録を作成した。「老年看護学実習の 1週

目においてわからなかったこと，困ったことJ

について語られた内容を B.Berelsonの内容分

析8)を参考に文脈単位で抽出した。抽出した内

容を類似する意味内容によって分類，表題をつ

けるという作業を繰り返し，抽象度を高め「サ

ブカテゴリーJ，rカテゴリーj とした。分類過

程は研究者間で内容に一致を見るまで繰り返し，

時期をおいて再度検討することによって精度を

高めた。

なお本研究では研究目的に照らし，高齢者の

観察に関わる困難について語られた内容を分析

対象とした。
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6 倫理的配慮

対象となったすべての学生にあらかじめ，調

査の目的，調査は成績とは一切関係しないこと，

参加協力は強制ではなく，断ったとしても不利

益をこうむらないこと，個人情報が特定される

ことがないことなどを紙面によって説明し，同

意と署名を得た。またインタビューはプライパ

シーの保たれる個室にて実施した。なお，老年

看護学実習の単位認定者，実習指導責任者とイ

ンタピュアーは異なる教員とした。

13名，そのうち軽度~中等度の認知症を有す

る高齢者が 26名，重度認知症の高齢者は 7名

で、あった。

老年看護学実習の初期において直面した，

「困難Jへの回答として， ((認知症への戸惑いii， 

《高齢者と何を話していいのか分からないii， 

《高齢者とどう関わったらいいか，拒否される

のでは》などを含む 119の内容を抽出した。本

研究においては，疾病や障害を持つ高齢者の観

察に関わる「困難j に焦点をあて分析を試みた。

その結果52の回答から 4つのサブカテゴリー

からなる 2つのカテゴリー[できる事を観察す

る視点がわからなし¥]， [自立への目標がわか

りにくし、]が見出された(表 3)0 以下，カテ

ゴリーは[ ]，サブカテゴリーは(( iiに

示す。なお，学生の呂答を[" Jで表し，表現

のわかりにくい簡所を( )にて記載した。

lV.結果

対象となった学生の性別は男子学生 10名，

女子学生 38名の合計 48名であり，受け持ち高

齢者の性別は男性 10名 女性 38名であった。

受け持ち高齢者の年代区分は 60代 3名， 70代

8名， 80代 23名， 90 代 14名であった。受け

持ち高齢者の状況として，車椅子，歩行器の使

用を必要とする身体機能の低下した状態にある

高齢者が 35名，食事・排推なども床上で行わ

れているほぼ寝たきりの状態にある高齢者が

1 .できる事を観察する視点がわからない

[できる事を観察する視点がわからない}と

いうカテゴリーからは 《できないところばか

り見て，できる事に目が行かないii，((見る視

表3 老年看護学実習における困難，わからなさへの回答(抜粋)

カァゴワー サブカテゴリー 記述単位の一部

できる事を緩 できないところばかり見て，できる事に できないところばかり見てしまった

察する視点が 自がし、かない できないことを埋めていくということしか考えられなかった

わからない 介助で行っていることはできないんだと決めつけてしまって

できるところに目が行かず考えるケアも偏っていた

この人はどういう可能性があるから，どういうことができるという風に考え

て見れない

見る視点，細かく見る意味がわからない。 患者さんを細かく観察するということが，視点も含めて難しかった

病気にばかり罰を向けてしまって 動作を細かく見ていくということを知る前は何をしたらいいのかわからず

対象者さんと関わって見ている視点，全然本当のところは見えていないとか

事細かに見ていかなければならないというのをできていない感じ

病気にばかり目を向けてしまって，生活の援助に頭が回つてなかった

自立への昆標 自立って何だろう。自分でできるという 今までは病気の人っていうのが中心。でも今回は治すことはそんなになくて

がわかりにくし、 ことだけではない 自立，機能維持を目指すというのがわからず，看護問題ではなく，ケアに焦

点をあてる

安全で，でも自立できるような援助を考えていくこと

積極的な自立というよりも，維持しつつもっていうのが前提で安全も考えて

目標にすることがわかりにくい 良くなるわけではないとわかっていたので，何を身近な目標にして，どうい

うことをしたらいし、か

普通の成人は退院したいという思いが強い。でも今回だと帰りたくないとい

うのがあって

自標にすることがなかなかわかりにくく，それに向けた観察が難しい

かなり慢性的に経過して，問題も 1つじゃなくいっぱいあるから
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点，細かく見る意味がわからない。病気にばか

り自を向けてしまって》の2つのサブカテゴリー

が抽出された。

《できないところばかり見て，できる事に自

が行かない》では rできないところばかり見

てしまったん「できないことを埋めていくとい

うことしか考えられなかったム「介助で、行って

いることはできないんだと決めつけてしまって

いるところがあったム「この人はどういう可能

性があるから，どういうことができるという風

に考えて見れてなかったJ，rできるところに自

が行かず考えるケアも偏っていた」などがあっ

た。

《見る視点，細かく見る意味が分からない。

病気にばかり目を向けてしまって》では患

者さんを締かく観察するということが，視点も

含めて難しかったん「動作を締かく見ていくと

いうことを知る前は何をしたらいいのかわから

ず，細かく見る視点が教科書には全然載ってい

なかったから，考えなきゃいけなかったJ，r対

象者さんと関わって見ている視点，全然本当の

ところは見えていないとかJ，r病気にばかり自

を向けてしまって，生活の援助に頭が囲ってい

なかったJ，r今までの患者さんはすべて自立さ

れている方だったので，今回は事細かに見てい

かなければならないというのをできていない感

じで，難しいと思ったん「成人と何が違うのか

というのが自分の中で、明確になっていず，どこ

が違うんだろうと考えるのが難しかったJ，r患

者さんができるのかできないのかわかりにくい

部分があった。自分で、は頑張って見ているけど，

不足している部分とかあったん r1， 2週目は

細かく見るっていう意味が最初はよくわからな

かった。 3週目になってわかったがJなどの回

答があった。

2. 自立への自標がわかりにくい

[自立への目標がわかりにくい]のカテゴリー

では， ((自立って何だろう。自分でできるとい

うことだけではない))， ((目標にすることがわ

かりにくしゅという 2つのサブカテゴジーが抽

-19一

出された。

《自立って何だろう。自分でできるというこ

とだけではなしゅでは r今まで、は病気の入っ

ていうのが中心。でも今回は治すことはそんな

になくて，じゃあ自立って何だろうって戸惑っ

たJ，r自立，機能維持を目指すというのがわか

らず，看護問題ではなくケアに焦点をあてると

いうのが他と違って，どう看護問題を立ててい

いか因ったJ，r安全で，でも自立できるような

援助を考えていくことん「自立って言うのに向

かったとき，積極的な自立というよりも，維持

しつつもっていうのが前提で，安全も考えてっ

ていうのが入るので」などがあった。

《目標にすることがわかりにくい》では，

「良くなるわけではないとわかっていたので，

何を身近な目標にして，どういうことをしてい

けばいいのかわからなかったん「普通の人は退

院したいという思いが強い。でも今回だと家に

帰りたし、か開いても別に帰りたくないというの

があってJというものから， r (今までは)退院

という目標に向けて立ててきたと思うが，今回

は目標にすることがなかなかわかりにくく，そ

れに向けた観察が難しいJ，r急性期(の実習)は

特にやることが見えていて，術後合併症とかわ

かっていることが多く，老年だとかなり慢性的

に経過して，問題も 1つじゃなくいっぱいある

から病名がたくさんありすぎて処理できないと

かJなどがあった。

v.考察
本研究の結果からは，学生が，老年看護学実

習の初期に宜面する「困難Jの中で，高齢者の

観察に関わる困難は，高齢者に内在する能力を

観察する「困難j と， 目標設定に必要となる看

護の視点に関わる「国難」で、あったことが明ら

かとなった。

1 .高齢者の観察の視点

【できる事を観察する視点がわからない}の

カテゴリーからは，学生が身体可動性や認知機

能の低下した高齢者を初めて受け持つた時の戸
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惑いやわからなさが表出されていた。

学生たちは r高齢者の自立Jを目標に実習

に臨んでいた。しかし，初めて高齢者と対峠し

た時全て援助を必要としているJ，r介助を

受けなければ自分では何もすることができなしリ

と対象をアセスメントする傾向にあった。すな

わち高齢者を，介助を受けなければ生活できな

い存在としてとらえる傾向にあることが推察さ

れた。

さらに学生は高齢者の顕在化した状態のみを

観察し，内在する能力に着目し難い状況で、あっ

た。これらは，高木句2実習初期の段階で，学

生がカルテに書いてあることを鵜呑みにし，表

面的な事柄で理解する傾向にあると述べている

ことと類似する結果と見ることができる。その

ため学生が高齢者に内在する能力に注目するに

は，実習の初期における教員の意図的な投げか

けや観察への促しが重要であることが示唆され

た。例えば学生が援助すべきととらえている高

齢者の生活行動を，本当にできないのか，なぜ

できないのかと確認する作業が求められる。つ

まり，高齢者の観察すべき視点として「援助す

べき人j ではなく r生活する能力を持ってい

る可能性のある人Jであることを意識して観察

するための指導が必要であると考えられた。

一方，実習において学生は既習の f看護過程」

によって看護を展開する。看護過程とは「患者

の持つ問題を，看護師が関わることによって，

最も適切な方法で解決できるように援助する過

程j であるへしかしながら「問題点をあげる

ことに学生の関心が向きやすく，対象の全人的

な理解や人間的な関心が不充分になり易いJ11) 

と指摘される側面も有する。

たとえば健度上の開題一つを考えても高齢者

の場合 1人で多くの病気を持っており，病気

の症状が典型的ではなしい2)。そのため学生にとっ

ては多様な疾病に伴う問題状況そのものにとら

われ，全人的な理解への努力や，生活の機能に

まで自を向けるといったことが出来難い状況が

あると言えた。すなわち疾病や障害を有する高
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齢者であればなお，援助が必要なことや問題点，

できない部分に視点が行きやすく r病気にば

かり目を向けてしまってん「できないところを

埋めていくということしか考えられなかった」

といった思考に陥りやすい傾向も否めない。

その結果，数ある日に見えた「開題状況j に

とらわれ，高齢者に内在する能力や，これまで

の人生から培われてきた様々な，内在している

生活する機能を見出せない状態に陥っているこ

とが考えられる。

中島1勺土，伝統的な医学がエイジングを生か

ら死に向かう直線モデ、ノレで、あることを述べ，高

齢者の健康を障害モデ、ルに照らしてみることに

よって，高齢者の潜在的な能力を見落とす危険

性について言及している。さらにはこれまでの

老年看護が「ポジティブな老年看護観に基づく

個々人の能力をアセスメントする訓練を欠いて

きた」と看破する。すなわち高齢者のできるこ

と，あるいはできそうな行動は何があるのかと

いう探索的な観察の教育が不足していたと言及

している。これらの主張からも，高齢者に潜在

する能力を探る探索的で肯定的な視点に立ち高

齢者の能力を見極めていくことを意識的にしな

ければ，従来の医学モデルに追随した補完的な

ケアにとどまる危険性をはらむことが示唆され

ている。言い換えれば宮崎らが指摘するように

「高齢者看護は問題解決志向型の援助方法だけ

ではなく，高齢者が自ら自分自身にあった方法

を見つけ出し，パワーを回復していくように援

助すること(=エンパワメントを生み出すこと)

が重要jωであるといえる。

2. 高齢者の自立とは何か

[自立への目標がわかりにくしJのカテゴリー

から得られた《自立って何だろう。自分ででき

るということだけではない))， <<目標にするこ

とがわかりにくしゅの 2つからは高齢者におけ

る看護の方向性が必ずしも明確にはとらえられ

ていず，そのため観察する視点に迷いが生じて

いる状況がうかがわれた。

これまで、に学生が関わった対象者の目標の多
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くは，疾病を克服，あるいは抱えつつも元の生

活へと復帰(または退院)していくとしづ確実

さを伴ったものであったことが予測される。そ

れゆえに高齢者の現状が f退院が目標ではなしリ，

「良くなるわけではなしリであった場合，それ

まで学生が認識してきた看護の目標とのズレに

おいて学生が混乱した可能性が考えられる。

さらに本研究においては，実習にあたって高

齢者の自立を志向する看護を展開しようとして

も，高齢者にとっての自立が，従来学生たちの

とらえてきた「自立j とは異なる概念であるこ

とが推測された。広辞苑日)よれば自立は， I他

の援助や支配を受けず自分の力で身を立てるこ

と。ひとりだち。Jとある。また 1960年代にア

メリカから波及した障害者の自立生活運動の基

板となる「自己決定Jこそが自立であるとする

概念も存症する 1ヘしかし，身体機能，認知機

能の低下など様々な障害を併せ持つことの多い

高齢者と向き合ったとき，学生の多くはこれま

での自立の概念と高齢者にとっての自立の概念

とに観離を自覚する。すなわち学生が，対象者

としての高齢者に対し，身体的な自立のみなら

ず，精神的な自立をも見出しがたい状態に直面

するためである。こうした状況からは，老年看

護学実習の初期において，自立への目標設定を

より焦点化したレベノレでとらえる指導がなされ

る必要があると推察された。

つまり退院することJ，I回復することJ

といった長期的目標を中心に展開するのではな

く，今ある生活動作の何が少しでも維持される

のか，あるいは向上させうるのかという短期的

目標をより具体化させることが重要となる。中

島川土老年者が自立において“積極的自立"と

“消極的自立"を行きつ戻りつしつつ選択して

いると述べている。この“消極的自立"とは他

者に援助を受けつつ生活を成り立たせることと

解釈でき，さらに「このことを考慮せずに老年

者の自立度を評価するなら，老年者に対する自

立像は，そこからすでにゆがんでしまう J18)と指

摘する。換言すれば，“消極的自立"にある高
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齢者の状況を，単なる依存であるとはとらえず

に，援助を受けて成り立つ生活で、あっても生活

ができる主体的な存在であると認識することで

ある。よって，その状態を維持していくことも

高齢者にとっては自立につながるのだと考えて

いくことが必要である。また，高齢者にとって

自立するということは，たとえ援助を受けてい

る生活動作であっても，その一部を遂行できる

ようになることも自立であるととらえていくこ

とが求められる。すなわち，現状を低下させる

ことなく維持していくことと，たとえわずかで

あっても生活動作における向上を目指すことが

高齢者にとっては重要な目標なのだと再認識す

ることが望まれる。

これらのことから既習の自立概念を高齢者の

より広く多様な自立概念へと変革させられるよ

うな示唆を実習初期に与える必要がある。すな

わち高齢者の自立は内在する能力の維持，拡大

を含む広い概念であると明確に提示し， 目標設

定の置き方と，可能性を引き出す介入の重要性

を示すべきであることが考えられる。

羽.今後の課題

本研究の眼界は，老年看護学実習における課

題を，老年看護学の講義，演習の内容と連動さ

せて検討していなし、点にある。学内において修

得すべき知識，技術を現状の学生像，高齢者が

置かれている状況と常に照らし合わせつつ，修

正，検討されていく必要がある。今後，学生が

学び得てきた知識，技術を実習課題との関連で

評価しつつ，改めて学生の実習課題を再検討し

ていくことが重要であると考える。

また教員間の指導内容の統一について，学生

の理解に差異がなかったかどうかの検討がされ

ていないため，今後の課題として引き続き検討

を重ねる必要があると考える。

四.結論

本研究によって以下の2点が示唆された。

1.老年看護学実習初期における学生の菌難の

看護総合科学研究会誌 Vo1.11.No.2. Mar. 2009 



高橋JI富子・林裕子

中で，高齢者の観察に関わる困難は，高齢

者の顕在する問題状況にとらわれやすく，

内在する能力を見出しにくいことである。

2.実習にあたっては，高齢者の自立を，内在

する能力の維持，拡大を含む多様な概念と

して明確に提示する必要性がある。
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Students' Difficulties in the First Stage of Clinical Practice 
of Gerontological Nursing 

- Aspect of Observation for Self-Reliance of Elderly People with Disability-
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Abstract 

This study aimed to clarif)r the difficulties that the student nurses experienced in the first stage of 

clinical practice of gerontological nursing. The participants were 48 student nurses who were in charge of 

observing elderly people with disabilities. At the end of the clinical practice of gerontological nursing, the 

student nurses were interviewed on the difficulties they experienced during the period of their clinical 

practice. 

As a research method, the content talked about the difficulty when the student nurses observed the 

elderly people with disabilities in the interview was analyzed. 

Results indicated two difficulties that were experienced by student nurses observing elderly people 

with disabilities, "to find their potential ability" and "to set the target according to their self-reliance". 

Therefore, it is necessary to strengthen the observation method and the improve the target setting in 

the first stage of clinical practice of gerontological nursing. 

Key words : student nurse, clinical practice of gerontological nursing, difficulty, elderly people, self-reliance 
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